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政
府
は
冷
戦
後
の
日
本
の
防
衛
力
整
備
の
指
針
と
な
る
「
新
防
衛
計
画
大
綱
」
を
決
定
し
た
。
新
大
綱
は
規
模
縮
小
の
反

面
、
質
の
面
で
の
強
化
を
打
ち
出
し
大
規
模
自
然
災
害
に
対
処
で
き
る
多
機
能
型
自
衛
隊
へ
の
脱
皮
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
改
め
て
自
衛
隊
を
と
り
ま
く
諸
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

一 

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
計
画
を
今
後
見
直
す
計
画
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
災
害
救
助
用
ジ
ャ
ッ
キ
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど
震
災
対
策
用
装
備
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
七

年
度
第
二
次
補
正
予
算
で
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
困
難
な
条
件
の
も
と
で
自
衛
官
が
不
眠
不
休
の
活
動
を
行
っ
て
も

超
過
勤
務
手
当
は
な
く
、
一
週
間
単
位
で
タ
オ
ル
と
石
鹸
が
支
給
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
給
与
制
度
が
基
本
的
に
異

な
り
、
過
酷
な
勤
務
に
相
当
す
る
も
の
が
既
に
給
与
に
含
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
警
察
官
や
そ
の
他
の
国
家
公
務
員
、
地

方
公
務
員
な
ど
に
比
べ
る
と
余
り
に
も
待
遇
が
低
い
。
こ
の
際
、
給
与
区
分
の
「
特
殊
勤
務
手
当
」
か
ら
「
災
害
派
遣
手

当
」
を
切
り
離
し
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
公
共
企
業
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
電
力
な
ど
）
の
職
員
の
災
害
手
当
と
同
様
の
水

準
に
引
き
上
げ
、
処
遇
の
改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
求
め
る
。 
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四 

自
衛
隊
に
は
老
朽
宿
舎
が
数
多
く
あ
り
、
非
水
洗
の
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
が
、
全
国
に
千
八
百
五
十
戸
も
あ
る
と
い
う
が

事
実
か
。
事
実
だ
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。
平
成
八
年
度
予
算
の
中
で
全
て
解
消
さ
れ
る
の

か
ど
う
か
大
蔵
省
の
見
解
を
求
め
る
。 

五 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
、
国
有
財
産
中
央
審
議
会
か
ら
南
関
東
地
域
に
広
域
的
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
応
急
災
害

対
策
活
動
の
拠
点
と
な
る
広
域
防
災
基
地
を
設
け
る
よ
う
答
申
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
の
中
央
防
災

会
議
に
お
い
て
、
立
川
広
域
防
災
基
地
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
国
の
災
害
対
策
実
施
本
部
、
警
察
、
消
防

等
の
防
災
関
係
機
関
、
施
設
等
が
逐
次
建
設
整
備
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
及
び
南
関
東
地
域
に
大
災
害
が
発
生
し
た
際
、
自

衛
隊
・
飛
行
部
隊
の
空
中
偵
察
に
よ
る
初
動
情
報
収
集
は
緊
要
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
初
期
救
援
部
隊
の
基
幹
要
員
の
た
め

に
、
当
該
部
隊
周
辺
に
待
機
宿
舎
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
緊
急
に
必
要
で
あ
る
。
立
川
広
域
防
災
基
地
周
辺
に
は
国
有
地
の 

三 

叙
勲
対
象
予
定
者
は
、
毎
回
お
お
む
ね
全
国
で
四
千
五
百
名
と
さ
れ
関
係
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
る
と
聞
く
が
、
自
衛
隊
の

場
合
、
「
二
尉
」
か
ら
「
一
佐
」
ま
で
の
出
身
者
の
叙
勲
枠
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
叙
勲
に
あ
た
っ
て
は
、
多
年
に

わ
た
り
労
苦
が
多
い
業
務
に
精
励
し
た
こ
の
層
の
功
労
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

留
保
地
が
あ
り
、
宿
舎
建
設
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
国
有
地
を
管
理
す
る
大
蔵
省
理
財
局
は
、
地
元
民
の
要
望
す
る
自
衛

隊
駐
屯
部
隊
の
緊
急
初
動
の
活
動
に
必
須
の
救
援
部
隊
の
待
機
宿
舎
に
対
す
る
土
地
提
供
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

理
財
局
の
見
解
を
求
め
る
。 

右
質
問
す
る
。 


